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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第14期
第２四半期
累計期間

第14期
第２四半期
会計期間

第13期

会計期間

自平成21年
３月１日
至平成21年
８月31日

自平成21年
６月１日
至平成21年
８月31日

自平成20年
３月１日
至平成21年
２月28日

売上高（千円） 2,996,0991,227,8999,040,270

経常利益（千円） 252,615 69,1001,028,718

四半期（当期）純利益（千円） 147,162 39,493 607,607

持分法を適用した場合の投資利益（千円） ― ― ―

資本金（千円） ― 1,446,9211,446,921

発行済株式総数（株） ― 59,863 59,863

純資産額（千円） ― 4,480,8474,405,520

総資産額（千円） ― 7,560,5837,748,900

１株当たり純資産額（円） ― 74,851.7073,593.38

１株当たり四半期（当期）純利益（円） 2,458.31 659.7310,149.96

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益（円） ― ― ―

１株当たり配当額（円） ― ― 1,200

自己資本比率（％） ― 59.2 56.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△23,148 ― 542,584

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△258,580 ― △559,317

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△423 ― △1,833,746

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） ― 298,678 580,830

従業員数（人） ― 85 86

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

 　　　 ２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

 　　　 ３. 持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社の損益等に重要性が乏しいため記載しておりません。

        ４. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

　当第２四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。  

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。  

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成21年８月31日現在

従業員数（人） 85    

　　 （注） 従業員数は、就業人員（当社から社外への出向者を除く。）であり、また、嘱託社員を含んだ数で記載しており

ます。 
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1)生産実績

　当第２四半期会計期間の生産実績を事業の部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別
当第２四半期会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

土壌汚染調査・処理（千円） 1,452,221

リサイクル（千円） 11,933

環境分析（千円） 16,961

合計（千円） 1,481,116

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．その他部門は生産実績がないため、該当事項はありません。

(2)受注状況

　当第２四半期会計期間の受注状況を事業の部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別 受注高（千円） 受注残高（千円）

土壌汚染調査・処理 1,573,654 1,187,410

リサイクル 11,931 －

環境分析 15,692 995

合計 1,601,278 1,188,406

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　　　　２．その他部門は受注生産を行っていないため、該当事項はありません。

(3)販売実績

　当第２四半期会計期間の販売実績を事業の部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別
当第２四半期会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

土壌汚染調査・処理（千円） 1,188,539

リサイクル（千円） 11,931

環境分析（千円） 15,653

その他（千円） 11,774

合計（千円） 1,227,899

　（注）１．上記の金額には消費税等は含まれておりません。

２．当第２四半期会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、次のとお

りであります。

相手先

当第２四半期会計期間
（自　平成21年６月１日

      至　平成21年８月31日）
金額（千円） 割合（％）

名工建設株式会社  139,669 11.3
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書

に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。  

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況 

　当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、輸出や生産が一部持ち直し、底入れの兆しが見え始めたものの、雇

用・所得環境が厳しさを増すなかで、個人消費は低迷を続けており、景気は未だ不安定で先行き不透明感が拭えな

い厳しい状況で推移いたしました。特に、当社の土壌汚染対策事業が直接影響を受ける不動産・建設関係や製造業

の設備投資関係も前年実績を大きく下回る状況が続きました。

  一方、このような経済情勢下ではありますが、経済対策として「グリーンニューディール政策」が積極的に検討

される等、環境問題に対する意識はますます高まりを見せ、広い意味での環境保全に対する投資は、今後増加が期

待されます。また、土壌汚染対策法の改正法が今年４月に公布され、来年４月までに施行されることとなり、現在、

施行令、施行規則等の見直しが進められておりますが、改正点の中には、汚染土壌の適正処理に対する管理強化も

含まれており、土壌汚染対策に対する規制が強化される方向であります。

  以上のとおり、土壌汚染対策市場に対する関心が再び高まる萌芽は見られるものの、当第２四半期会計期間は、

不透明な経済状況の中、昨秋以降凍結又は延期となった不動産の再開発計画や、製造業の設備投資計画の多くは、

未だ再開の目処が立たない状況にあり、土壌汚染対策市場も大きな影響を受けております。

  当社におきましては、土壌汚染調査・処理事業を大きな柱に据え、リサイクル事業並びに環境分析事業への事業

展開も積極的に進めてまいりましたが、受注見込み案件の延期や中止等、景気後退の影響に加え、当第２四半期会

計期間に完工予定であった大型浄化工事案件の完工が９月にずれ込む等の要因が重なり、業績は大変厳しい状況

となりました。  

  その結果、当第２四半期会計期間の売上高は1,227百万円となり、また、外注費の価格見直し等、広範囲にわたる原

価低減を図ってまいりましたが、売上高の減少による固定費比率の上昇を補うまでには至らず、経常利益は69百万

円、四半期純利益は39百万円となりました。      

  部門別の業績は次のとおりであります。

［土壌汚染調査・処理部門］

　世界的な景気減速の中、不動産の再開発計画や、製造業の設備投資計画は、凍結又は延期等の決定を余儀なくされ

るケースが相次ぎ、土壌汚染市場も大きな影響を受けております。このような環境下におきまして、当社は、土壌処

理体制を充実させることにより、競争力の強化を図るとともに、グループ会社間の連携の強化により、情報収集に

努め、新たな需要の開拓に注力してまいりましたが、全般的な景気後退の影響を受けた結果、売上高は1,188百万円

となりました。

［リサイクル部門］

  廃蛍光灯の中間処理、廃乾電池、廃バッテリー等の収集運搬を行い、水銀等のリサイクルを進めております。当第

２四半期会計期間は廃バッテリーの収集運搬が低調であったため、売上高は11百万円となりました。

［環境分析部門］

  主に、産業廃棄物及び土壌の分析を行っております。分析業務の多くは土壌汚染調査に関するものであり、土壌

汚染調査・処理部門への内部売上となるため、当部門の売上には含めておりません。当第２四半期会計期間は産業

廃棄物の分析が低迷したため、売上高は15百万円となりました。

［その他］

　主に賃貸マンションの経営を行っておりますが、この他に環境機器関連の売上が増加したことにより、当部門の

売上高は11百万円となりました。 　

 

（2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間におけるキャッシュ・フローにつきましては、内部留保資金の充実を大前提としつつ、事

業の安定的拡大に必要な投資を実行してまいりました。

　その結果、現金及び現金同等物の当第２四半期会計期間末残高は、第１四半期会計期間末に比べ41百万円減少し、

298百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）　

　当第２四半期会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、主に売上債権の減少額207百万円、減価償

却費82百万円、税引前四半期純利益69百万円等があったものの、たな卸資産の増加額264百万円、仕入債務の減少額

92百万円等により総額で38百万円の支出となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

　当第２四半期会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、主に有形固定資産の取得による支出101
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百万円等により総額で105百万円の支出となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、主に長期借入れによる収入200百万円及

び長期借入金の返済による支出114百万円等により総額で101百万円の収入となりました。
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（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　当第２四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。 

 

（4）研究開発活動

　　　該当事項はありません。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。  

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 128,000

計 128,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年10月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 59,863 59,863

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第一部

当社は単元株制

度を採用してお

りません。

計 59,863 59,863 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。  

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成21年6月1日～

 平成21年8月31日
    ― 59,863     ― 1,446,921    ― 1,242,433
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（５）【大株主の状況】

　 平成21年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ダイセキ 　名古屋市港区船見町１番地86 32,336 54.01

日本マスタートラスト信託銀行株　

式会社
　東京都港区浜松町２丁目11番３号 3,286 5.48

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社
　東京都中央区晴海１丁目８番11号 2,202 3.67

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行　 　東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 1,600 2.67

株式会社イトジ　 　名古屋市天白区表山２丁目101番地 1,440 2.40

東京海上日動火災保険株式会社 　東京都千代田区丸の内１丁目２番１号 880 1.47

株式会社中京銀行 　名古屋市中区栄３丁目33番13号 800 1.33

新東昭不動産株式会社 　名古屋市中区錦２丁目20番８号 800 1.33

日興シティ信託銀行株式会社 　東京都品川区東品川２丁目３番14号 633 1.05

バンクカントナールヴォードワーズ

オーディナリー

（常任代理人　香港上海銀行）

　PLACE SAINT FRANCOIS 1003 LAUSANNE  

  SWITZERLAND

（東京都中央区日本橋３丁目11番１号）　

600 1.00

計 － 44,577 74.46

　（注）　上記日本マスタートラスト信託銀行株式会社、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社及び日興シティ信

　　　　託銀行株式会社の所有株式数は、すべて信託業務に係るものであります。

　

 

（６）【議決権の状況】

　 

①【発行済株式】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年８月31日現在

 　　　　区分  　　　株式数（株） 　　議決権の数（個） 　　　　　内容 

 無議決権株式  　　　　　－  　　　　　－  　　　　　－

 議決権制限株式（自己株

 式等）
 　　　　　－  　　　　　－  　　　　　－

 議決権制限株式（その

 他）
 　　　　　－  　　　　　－  　　　　　－

 完全議決権株式（自己株

 式等）
 　　　　　－  　　　　　－  　　　　　－

 完全議決権株式（その

 他）
普通株式　59,863 59,863 　　　　　－

 端株 －  　　　　　－ 　　　　　 －

 発行済株式総数 59,863  　　　　　－  　　　　　－

 総株主の議決権  　　　　　－ 59,863 　　　　　－

 

   

②【自己株式等】

該当事項はありません。   
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月

最高（円） 182,700189,000178,000205,000191,900182,000

最低（円） 156,400160,000164,000171,000170,000171,000

　　　　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、第１四半期会計期間（平成21年３月１日から平成21年５月31日まで）から、「財務諸表等の用語、様式及び作

成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日 内閣府令第50号）附則第６条第１項第５号

のただし書きにより、改正後の四半期財務諸表等規則を早期に適用しております。

２．監査証明について 

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期会計期間（平成21年６月１日から平成21

年８月31日まで）及び当第２四半期累計期間（平成21年３月１日から平成21年８月31日まで）に係る四半期財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

  なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツと

なっております。　

　

３．四半期連結財務諸表について

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当社

では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政状

態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四

半期連結財務諸表は作成しておりません。 

  なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

　　資産基準　　　　　　　   1.1％ 

 　 売上高基準　　　　　　   0.7％

 　 利益基準　　　　　　　 △3.0％

 　 利益剰余金基準　　　　 △0.5％
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成21年８月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 298,678 580,830

受取手形及び売掛金 1,365,263 ※3
 1,709,852

たな卸資産 ※1
 657,120

※1
 469,917

その他 116,473 119,339

流動資産合計 2,437,535 2,879,940

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,187,805 1,135,736

土地 2,743,504 2,743,504

その他（純額） 897,721 754,689

有形固定資産合計 ※2
 4,829,031

※2
 4,633,930

無形固定資産 9,328 9,550

投資その他の資産 284,689 225,479

固定資産合計 5,123,048 4,868,960

資産合計 7,560,583 7,748,900

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 437,717 671,485

短期借入金 1,276,928 1,223,440

未払法人税等 114,390 232,951

引当金 29,455 24,360

その他 530,711 527,621

流動負債合計 2,389,202 2,679,858

固定負債

長期借入金 619,494 602,310

引当金 68,771 58,942

その他 2,268 2,268

固定負債合計 690,533 663,520

負債合計 3,079,735 3,343,379

純資産の部

株主資本

資本金 1,446,921 1,446,921

資本剰余金 1,242,433 1,242,433

利益剰余金 1,791,493 1,716,166

株主資本合計 4,480,847 4,405,520

純資産合計 4,480,847 4,405,520

負債純資産合計 7,560,583 7,748,900
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年８月31日)

売上高 2,996,099

売上原価 2,424,447

売上総利益 571,652

販売費及び一般管理費 ※
 299,421

営業利益 272,231

営業外収益

受取利息 15

受取配当金 850

受取地代家賃 3,985

設備賃貸料 5,340

その他 259

営業外収益合計 10,449

営業外費用

支払利息 7,374

固定資産賃貸費用 22,090

その他 598

営業外費用合計 30,064

経常利益 252,615

税引前四半期純利益 252,615

法人税、住民税及び事業税 108,703

法人税等調整額 △3,249

法人税等合計 105,453

四半期純利益 147,162
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期会計期間
(自　平成21年６月１日
　至　平成21年８月31日)

売上高 1,227,899

売上原価 997,636

売上総利益 230,262

販売費及び一般管理費 ※
 142,146

営業利益 88,116

営業外収益

受取利息 10

受取配当金 850

受取地代家賃 2,184

設備賃貸料 4,005

その他 203

営業外収益合計 7,252

営業外費用

支払利息 3,579

固定資産賃貸費用 22,090

その他 598

営業外費用合計 26,269

経常利益 69,100

税引前四半期純利益 69,100

法人税、住民税及び事業税 27,313

法人税等調整額 2,292

法人税等合計 29,606

四半期純利益 39,493
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 252,615

減価償却費 155,685

賞与引当金の増減額（△は減少） 5,095

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,204

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,537

受取利息及び受取配当金 △865

支払利息 7,374

売上債権の増減額（△は増加） 322,502

たな卸資産の増減額（△は増加） △187,203

仕入債務の増減額（△は減少） △284,549

その他 △73,111

小計 209,286

利息及び配当金の受取額 865

利息の支払額 △7,521

法人税等の支払額 △225,779

営業活動によるキャッシュ・フロー △23,148

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △210,046

有形固定資産の売却による収入 2,886

関係会社株式の取得による支出 △45,600

貸付金の回収による収入 174

その他 △5,994

投資活動によるキャッシュ・フロー △258,580

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 75,000

長期借入れによる収入 200,000

長期借入金の返済による支出 △204,328

配当金の支払額 △71,095

財務活動によるキャッシュ・フロー △423

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △282,152

現金及び現金同等物の期首残高 580,830

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 298,678
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

　会計処理基準に関する事項の変更 たな卸資産の評価基準の変更

  通常の販売目的で保有するたな卸資産に

ついては、従来、主として原価法によっておりましたが、第１四半期会計期間より

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企

業会計基準第９号　平成18年７月５日公表

分）が適用されたことに伴い、原価法（貸

借対照表価額については収益性の低下に基

づく簿価切下げの方法）により算定してお

ります。

　これによる損益に与える影響はありませ

ん。 
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第２四半期会計期間末
（平成21年８月31日）

前事業年度末
（平成21年２月28日）

※１　たな卸資産の内訳は次のとおりであります。 ※１　たな卸資産の内訳は次のとおりであります。

仕掛品 657,120 千円

計 657,120 千円

商品 11 千円

仕掛処理原価 469,905 千円

計 469,917 千円

 　　　なお、前事業年度末において、「仕掛処理原価」

　　 として表示していたものは、ＥＤＩＮＥＴへのＸＢ

　　 ＲＬ導入に伴い四半期財務諸表の比較可能性を向上

　　 するため、第１四半期会計期間末より「仕掛品」と

　　 して表示しております。

　

　

　

※２　有形固定資産の減価償却累計額 1,165,314 千円

　

※２　有形固定資産の減価償却累計額 1,010,151 千円

　

　　　　　　　　　　　　　－

 　　

※３　期末日満期手形

 　　　期末日満期手形の会計処理については、当事業年

　 　度の末日は金融機関の休日でしたが、満期日に決済

 　　が行われたものとして処理しております。期末日満

 　　期手形の金額は、次のとおりであります。

　 　

　

受取手形 1,428 千円

　

　４　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取

    引銀行と当座貸越契約を締結しております。

 　 　この契約に基づく当第２四半期会計期間末の借入

　  未実行残高は次のとおりであります。

  ４　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、取

　  引銀行と当座貸越契約を締結しております。

 　 　この契約に基づく当事業年度末の借入未実行残高

　  は次のとおりであります。

当座貸越極度額 3,800,000 千円

借入実行残高 925,000 千円

差引額 2,875,000 千円

　

当座貸越極度額 3,800,000 千円

借入実行残高 850,000 千円

差引額 2,950,000 千円
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（四半期損益計算書関係）

当第２四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

 ※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　 次のとおりであります。

給料手当及び賞与 108,127 千円

賞与引当金繰入額 14,782 千円

退職給付費用 11,063 千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,537 千円

　

 

当第２四半期会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

 ※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

 　次のとおりであります。

給料手当及び賞与 49,238 千円

賞与引当金繰入額 13,035 千円

退職給付費用 5,785 千円

役員退職慰労引当金繰入額 1,368 千円

　

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

 ※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

　　 照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 298,678 千円

現金及び現金同等物 298,678 千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期会計期間末（平成21年８月31日）及び当第２四半期累計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年

８月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

   普通株式　　             59,863 株

  

２．自己株式の種類及び株式数

 該当事項はありません。

  

３．新株予約権等に関する事項

 該当事項はありません。

  

４．配当に関する事項

 　 配当金支払額

（決議） 株式の種類
 配当金の
総額

（千円） 

１株当たり
配当額
（円） 

基準日  効力発生日 配当の原資

 平成21年5月27日

  定時株主総会
普通株式  　 71,835　　1,200平成21年2月28日平成21年5月28日利益剰余金

 

  

（持分法損益等）

　当第２四半期累計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年８月31日）及び当第２四半期会計期間（自　平成21年

６月１日　至　平成21年８月31日） 　

　　関連会社の損益等に重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
（平成21年８月31日）

前事業年度末
（平成21年２月28日）

１株当たり純資産額 74,851.70円 １株当たり純資産額 73,593.38円

２．１株当たり四半期純利益

当第２四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

１株当たり四半期純利益 2,458.31円 １株当たり四半期純利益 659.73円

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

  なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日）

当第２四半期会計期間
（自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日）

四半期純利益（千円） 147,162 39,493

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益（千円） 147,162 39,493

普通株式の期中平均株式数（株） 59,863 59,863

（重要な後発事象）

　　　該当事項はありません。

　

　

２【その他】

 　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成 21年 10月 ７日

株式会社ダイセキ環境ソリューション

取締役会　御中

有限責任監査法人　トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 水　野　裕　之　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊　藤　達　治　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ダイセキ環

境ソリューションの平成21年３月１日から平成22年２月28日までの第14期事業年度の第２四半期会計期間（平成21年６月

１日から平成21年８月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成21年３月１日から平成21年８月31日まで）に係る四半期

財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュー

を行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ダイセキ環境ソリューションの平成21年８月31日現在の財政状態、同日を

もって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フロー

の状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

　　　　　 報告書提出会社）が別途保管しております。

 　　　 ２.四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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